
 

コロナ下の渡英紀行（２） 

１．帰国準備 

日本への入国後の隔離待機は解除されていたものの、出国７２時間前以後の PCR 検査陰性

証明が必須となっています。また、入国時の Fast Track なる検疫検査に対応するために、

スマホに MY SOS なるアプリでの事前登録も求められていました。 

、、 

まずは PCR 検査を受けねばと検査機関をインターネットで検索、ヒースロー空港内検査場

まで行けば日本政府指定書式での証明書発行は可能であろうとは思うものの、もっと近く

でと、探した街中の検査機関にインターネット予約。24 時間での検査結果報告として￡49

の検査費用（約 8000 円、安いのかな？）も振込。 

同社のホームページには「殆どの国の書式に対応可能」とあるものの、果たして日本政府指

定書式で作成してもらえるのか、予約はしてみたものの不安が残り、日本から持参した政府

指定書式と記入要領をじっくり眺めることに。まだ出国まで時間に余裕があるので、もしダ

メだったら空港まで行こうと腹を括る。 

ところが、検査数日前から酷い咳が出始めてしまい、これがなかなか止まらない！さてはマ

スクなしで街中闊歩を楽しんでいた報いのコロナ感染か？もし陽性だったら予定通りの帰

国ができない、航空便の変更や帰国後の予定変更連絡もしなければ、検査前夜は不安でゆっ

くり眠ることができないまま、予約時間に検査場へ。 

バス通りに面した、いかにも急拵えの検査場は閉店した店舗を転用したものか？最も日本

でも駅前の無料検査場は仮設のテント、同じようなものなのでしょうか？ 

ドアを開けるとそこが待合室で、折りたたみ椅子が２０脚ほど並んでいるだけ。その先に、

テーブルがあって受付のお兄さんが一人、更にその奥に、ブルーのカーテンで仕切ったサン

プル採取場が３つ並んでいる。こんなところで大丈

夫なのか、まともな検査・書類を作成してもらえる

のか甚だ心配に。待合室に座っていた女性の受付が

終わりカーテンの中に消えると、いよいよ我々の順

番。受付のお兄さんから渡された申込書に氏名、国

籍、住所、生年月日等記入、お兄さんがパスポート

と照合する間、我々が必要な書式で対応可能かと証

明書用紙（右参照）を見せながらしつこく聞くも、

証明書はメールで送られるから大丈夫と言うだけで

一向にラチがあかない。そのうち、防護服・防護眼

鏡・手袋姿の黒人のお兄さんがカーテンの奥から顔

を出して、我々に入室を指示。不安を抱えながら椅



子に座ると、「口を開けて」と言って綿棒で喉の奥をグリグリして“That’s all ,finish”と宣う

ではないか！これは日本政府指定のサンプル採取方法に合致する？これで日本への証明が

できるのかと再度受付のお兄ちゃんに問い糺すも、技術的なことは分からない、疑問がある

なら本部にメールで確認しろとけんもほろろ。仕方ない、検査結果を待つことにして帰宅す

ることに。 

咳が止まらないことから「陽性」ではないか、また、あのサンプリング方法で大丈夫なのか、

悶々としながら検査結果が来るのを待っていたところ、夜半に来たメールで「陰性」判定。

ほっとするも、証明書式は英国内向けでがっくり。まあ「陽性」でなかったことに安堵しな

がらも、明日改めて空港まで行って検査を受けることになるのか、￡49 が無駄になってし

まったのかと思いながら浅い眠りに落ちました。 

翌朝、メールボックスを開けると検査会社からもう一通のメールが。早速開けてみるとこれ

ぞ待っていた日本政府指定書式での「陰性証明」、やっとこれで予定通り帰国できると胸を

撫で下ろすことができた次第です。それにしてもサンプリング方法が指定されている方法

に合致しているのか…、疑問は残りつつも公式証明書が入手出来て一安心でした。 

      

   夜半に届いた、国内向けの証明書     朝方に届いた、日本向けの証明書 

            （文末に、拡大図を添付しています）  

 

出国７２時間前の陰性証明が手に入ったので、次は MY SOS アプリへの登録です。 

これは、厚生省が入国時の健康調査、入国後の所在追跡用として、出国 6 時間前までに登録

を求めているものです。 

MY SOS アプリをダウンロードして、質問票

に必要事項記入（氏名、パスポート No、滞在

国等）、誓約書に署名をしてから、「ワクチン接

種証明書」「７２時間前陰性検査書」を順に登

録していきます。やっとここで、「ワクチン接



種証明書」を使うことができました。           

全ての登録が終わり、登録した内容が承認

されると MY SOS 画面の色が緑に変わり

ます。 

これで、出発準備は完了、羽田空港での検

疫検査が簡略化されることになりました

が、さて、どの程度の簡略なのか、どのく

らいの時間がかかるのか、まだまだ疑問・

不安が付きまとっていました。 

ところで、この 3 色、街中の信号機と同じ配色ですね。 

厚生省ホームページに拠ると、黄色は、検査証以外の登録が完了している状態で空港での書

類提示必要とのこと。また、赤は事前登録が完了していない状態で Fast Track を利用でき

ないような表現です。では、スマホを持っていない人はどうするの？Fast Track 利用以外の

検疫検査はあるの？ 疑問多い検査システムですが、無事入国するのが第一と割り切って、

作業終了。 

 

２．Heathrow から羽田へ 

５月２４日、いよいよ帰国の日が来ました。 

搭乗手続きに時間がかかってはと、早めに空港に行くもカウンターは以前と同じ時間まで

閉まったまま。並んでいる人数を見るとほんの僅か、早く開ける必要はないわけですね！ 

順番が回ってきて何時も通りの手続き開始、ここでスマホに登録している MY SOS 画面 

の提示を求められました。私のスマホでは問題なく表示できたのですが、家内のスマホ（機

種が異なります）では入力手順が悪かったのか JAL スタッフが操作しても思うように表示

ができず、結局 72 時間前陰性証明書を提示することに。何のための MY SOS かと疑問を抱

きながらもまずは搭乗手続き完了。 

時間が十分あるので免税店街に、ここは羽田とは大違いで全ての店が開いており、大勢の乗

客が買い物をしていました。甥から教わった「胡瓜の香りのするジン、Hendrick’s」を１本

購入して BA のラウンジで休憩。このラウンジは以前から食べるものが殆どない単なる休憩

室、アルコールは十分揃っていてもそう飲めるものではないし。言うなれば、空港内のパブ、

そんな位置づけなのでしょう！ 

 

機内は往路と同じくまばらな乗客、航路が南回りと聞いているので往路同様に航路マップ

に注目。通常であれば、ロンドンから北に向かってスカンジナビア半島からロシア上空に入

るのですが、今回は航路が南に、ドイツ上空からヨーロッパ大陸を南下してイスタンブール

を経てここで東に進路変更、モンゴル高原、中国を経て日本海に。結局、ロシアの南北の国

境沿いに飛行したのですね。いつもならば１２時間弱の飛行時間がロシアのおかげで２時



間も余計な１４時間半に、夕方６時前に羽田に無事着陸しました。 

  

点線が以前の航路、機首は南を向いています   今回の「南回り」航路 

 

３．羽田での検疫検査 

到着ゲートを出ると、空港ターミナル内にはロープが一面に張り巡らされ、特別検疫ゾーン

まで整列して進むことが求められます。検査ゾーンにつくと、まず個別番号が付記された健

康カードと問診票が配布され、氏名の記入を行います。次いで、抗原検査用サンプルとして

唾液の採取、専用容器を渡されて仕切られたブース内で容器内の指示線まで唾液を溜める

のですが、これが大変。いつも意識していない唾液、一苦労して１０㏄程溜まった容器を提

出して MY SOS 確認カウンターに移動。ここでは個人毎に登録内容とパスポートをチェッ

クしたうえで、スタッフがスマホ内 MY SOS を入国後の所在追跡モー

ドに設定変更してくれます。スタッフが問診記入したチェックリスト

を提出してやっと一段落。いつもはトランジット手続き場として使わ

れているロビーで検査結果が出るまで待機です。ここまで来るのにゲ

ートを出てから１時間ほど、ロビーに設置されている画面に自分の番

号が出るのをひたすら待つこと３０分強、やっと特別検疫完了です。

ピンクの陰性証明（右図）を受領して、いつもの入国審査ルートに戻

って手続き継続。万歩計を見ると、この間にターミナル内を約２㎞歩

いていました。 

                                （拡大図を末に） 

以上が Fast Track 手続きで、もし、My SOS 登録をしていないとどうなるのか、通路の途

中でスマホと睨めっこしている外国人がいたのを思い出します。彼らの特別検疫がどうな

ったのかは知る由もありませんが…。 

この MY SOS は入国後３日目に追跡解除するとの表示が出ました。入国時の隔離待機が解

除されていたのでこの程度で済んだのでしょう。コロナ最盛期に聞かされていた、入国審査

の煩雑さ、入国後の隔離待機を思えば、はるかに楽な手続きでした 

参考までに、昨年 11 月に帰国した友人の話では、入国審査に 3 時間以上、１週間のホテル

隔離では一歩も部屋から出られず、毎日 3 度の食事は部屋の前に届けられる弁当、この弁

当を取るためにドアを開ける際にもマスク着用義務があったそうな！ 



６月１日からは、このような煩雑な入国検疫検査は解除されたようですが、出国７２時間前

の PCR 検査、及び、My SOS の事前登録は残っている様です。 

早くこのような入国審査が無くなって、気持ちよく渡航ができることを願っています。 

 

それでは、次回からロンドン滞在中の出来事、見聞録を紹介させていただきます。 

 

（参考）英国内向け PCR 陰性証明書 

   

 



（参考）PCR 検査陰性証明書 日本政府指定書式 

 

 

 



 

（参考）MY SOS アプリ （厚生省ホームページより） 

 

 

（参考）入国審査 「陰性」証明書 

        


